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図２ Arai et al. (2014) によるP波速度構造断面（測線は図1の黒色実線）に投影した2026年の地震の震源

位置（赤星）と発震機構解。黄色星：2012年・2021に発生したM5クラス地震の震源位置、黄色丸：2012年の

地震の余震分布、白丸：2007年4月1日から2010年8月29日に発生したM1以上の地震、赤実線：断層に対応する

速度境界面、赤点線：断層の深部延長、黒実線：地殻内の速度境界面、黒点線：推定される地殻内の速度境

界面。メカニズム解はF-netによる。2026年および2021年の地震の震源位置（赤星、緑星）は気象庁、2012年

の地震の震源位置（黄色星、黄色丸）は3次元地震波速度構造(Kurashimo et al., 2011)を用いて震源再決定

されたもの。 
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